
広島大学　学部・附属学校共同研究機構研究紀要

(第36号　2008. 3)
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1.はじめに

これまで算数・数学科では,教科題を「技能と考え

方をバランスよく育てる算数・数学科の学習」とし,

21世紀に必要な算数・数学科の学力を,単独としての

「技能」や「考え方」ではなく, 「技能」と「考え方」

がバランスよく統合され,様々な場面でそれらを活用

できる力を育てなければならないと考え取り組みをす

すめてきた。その中で,計算技能の習熟を図りながら,

同時に一定条件下の中できまりを見つけ,既習事項を

用いてそのきまりが成り立つ理由を考える過程の,数

学的な思考力を培うことへの有効性を見出すことがで

きた。

さて,本学園では-昨年度より「21世紀型の教科学

力」の新たな観点としての「協同的創造力」の育成を

めざしており,昨年度からは教科学習を「協同的創造

学習」としてとらえ直した。必修算数・数学科におい

ても, 「協同的創造力」の育成を含め,協同的な学び

の過程をより多く取り入れ,また,昨年度より取り組

みを始めた選択算数・数学科の学習においては,とり

わけ「人のためにつくして感謝しよう」という本学園

の自伸会の信条につながるような新たな文化を子ども

たちが協同で創造していくことをめざしたい。

2.研究の構想

(1)研究の目的

本研究は,自分たちで新たな文化を創造する子ども

を育てる選択教科算数科・数学科における協同的創造

学習のあり方について,実証的に研究を進め,単元モ

デルと評価方法を開発することを目的としている。

(2)研究の方法

①選択算数・数学科の時間における,単元モデル試案

の実践・修正

必修算数・数学科では,児童・生徒どうLがかかわ

りあい学び合うことのできる学習形態や活動の場を設

定すること,選択算数・数学科においては,中学校は

学年の小集団,小学校は5, 6年生合同の小集団で,

テーマに沿って収集したデータを分析する中で考察し

たことについて相手を意識して交流・発信する活動を

仕組む。その中で,既習内容を生かし集団で学びあい

自分たちで新たな文化を創り出すという過程をふませ

ることで協同的創造力を育てていく。

②評価方法試案の実践・修正

協同的創造力を,達成目標・向上目標の両面からと

らえ,評価基準に沿った評価とともに一人ひとりがど

れだけ伸びたかをみとる。子どもとともに単元の目標

やめあてを設定し,児童による自己評価やふり返りを

記録させることで,子ども自身が学びの成果を実感で

きるようにする。

3.単元モデル

単 元 「アウトドア算数

～データでみる附属三原学園～」

学 年 選択算数 小学校第5 . 6学年

実践期間 平成19年 6 月～ 2 月

(1)単元について

①題材について

本単元は,他者と意見交流しながら自分の考えを高

めていく算数検定問題チャレンジと,身の回りの事

象・できごとから自分・学園・地域にとって価値ある

もの・役立つもの・改善につながるものを発見し,学

年・学園・地域にむけて発表・発信をしていくアウト

ドア算数を行う。学習過程では子どもたち一人ひとり

が,算数科で学んできた知識・技能を生かし協同的に

かかわりながら互いの考えを交流し新たな価値を発見

することをねらっている。

(彰児童の実態について

算数科を選択した児童は, 5年生10名・ 6年生7名

Yoshikazu Tanigawa, Masahiro Hujii, Hiroaki Yamasaki, Atsumi Ueda, Ryo Ikehata, Taketo Matsuura;
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の計17名である。学習についてのガイダンス内容の算

数検定問題チャレンジに興味を示した児童が大半で課

題に対して自分の考えを持とうと進んで自力解決に取

り組んでいるが,全体の場に進んで自分の考えを出し,

考えをより明確にしていくことができにくい児童もい

る。個の意欲やアイディアを生かしていけるよう,価

別・グループ別に支援をしている。

アウトドア算数で取り組んでみたいテーマについて

事前調査を行い,集約した13種類のテーマ例から児童

に選択させた。その結果,学園のソーラー発電システ

ムの売電料金グループ(3名) ・給食の残莱量グルー

プ(1名) ・欠席者数とその理由グループ(4名) ・

学園の使用電気料金グループ(4名) ・学園施設を数

億で紹介グループ(3名・ 2名)が結成された。

集団学習の場面では6年生に司会を担当させること

で, 6年生には学習をリードする姿勢を, 5年生には

6年生の姿から自分たちで学習を進める方法を学ばせ

ることができるようにしている。児童一人ひとりが役

割を意識しながら課題解決に向けた活動をすることが

できる授業集団になることをめざしている。

③指導について

算数科全体としての1年間の活動目標を全員で設定

させるとともに,個人目標も一人ひとりに持たせるよ

うにした。また,事前調査をもとに個の希望や意欲を

生かせるように学習グループを編成した。学年や個人

の役割を意識させながら学習を進めることができるよ

う支援しているところである。また,毎時間,グルー

プや個人学習についてふり返らせたり,指導者が一人

ひとりの学習の様子を把握し評価に生かしたりしてい

く。

(2)単元の目標

○生活の中の課題解決に向けて,改善策を考え他者に

アピールすることができるようにする。

○必修教科での既習事項を,収集したデータの分析・

考察に活用することができるようにする。

〇日分の考えを持ち,他者と意見交流をしながら自分

の考えを高めることができるようにする。

(3)学習計画(全16時間)

第1次　ガイダンス

第2次　オリエンテーション

(1時間)

(2時間)

第3次　調べよう・まとめよう　　　(7時間)

第4次　発表しよう　　　　　　　　(5時間)

第5次　ふりかえろう　　　　　　　(1時間)

4.授業の実際

(1)第1次　ガイダンス　　(1時間)

選択算数科では,算数検定問題を自力解決すること

とアウトドア算数に取り組むことを紹介した。

(2)第2次　オリエンテーション　(2時間)

1年間の活動目標を決め,研究テーマ別グループを

編成した。

1時間目にはまず,教科のテーマについて話し合い,

目標は「5年生と6年生の2学年が協力して選択算数

をつくっていこう～自分のテーマを追求しよう～」に

決定した。また,個人目標を交流し互いの目標の価値

を認め合った。そして,今後の学習の流れを知らせる

とともに,アウトドア算数で調べたいテーマについて

希望調査を行った。
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図1　目標設定ワークシートより

2時間目には,事前に集約しておいた調べてみたい

研究テーマをもとに,個の希望や意欲を生かしながら

学習グループ編成を行った。
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図2　希望テーマ設定ワークシートより
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以下に示すのは児童の希望テーマと理由の集約であ

る。

表1　児童の希望テーマと理由の集約(抜粋)

①欠席音数

・その月ごとに違うから,多かった月の前にいつも

より注意して予防すれば欠席者も減る

②日本の線路の合計は何km

・だれもやらないことでやることがでかいから

③教官室の電気代

・むだづかいをへらすため

(り学校全体のボールの数

(参小学校にある本の数・全学級の本の数

・本が何度か行方不明になったからそれを改善する

ため

⑥残飯の量

・ 4年以下のときすごく残していたから,状況を知

ってもらってみんなが残さないようにして残飯を

減らすため

・一番ピカンときたし,自分自身も調べたいと思っ

たから

⑦ソーラーの1年間の発電量(幼小中の合計)

・ 1年間にこれだけ発電しているということを知っ

てもらいたい

⑧教官室の電気代

・電気代で学校の出費を少なくしたり環境にもいい

と考えた

⑨みんながむだづかいする紙の量

・どれだけむだづかいしているか言いたい

・むだづかいをなくして他のものに役立たせる。木

を切ったりしなくてすむ

⑩必要ない水の量調べ

⑪1カ月に出るけが人(けが人:保健室に来る人)

・けが人の人数を知って,みんなにけがを防いでほ

しいと呼びかけたいから

⑫1年間に何日雨が降るか

学級や学年の枠を超えたグループを期待していた

が,最終的には個人の希望と人間関係を反映した編成

に落ち着いた。異学年グループは1グループであった。

なお,グループごとに次時以降の活動への見通しを持

たせるために活動計画を提出させている。

図3　活動プラン(抜粋)

(3)第3次　調べよう・まとめよう　(7時間)

第2次までに編成した学習グループごとに必要なデ

ータの収集と分析・考察そしてプレゼンテーション資

料作りを行った。データの分析については,データの

○○の部分から「こんなことが分かる。」 ・ 「こんな

ことが言える。」 ・ 「こんな課題が見つかった。」とい

った視点で行うこと,考察については全校にむけて提

案したいこと・改善したいことを理由とともに示すこ

とを児童の話し合いにより確認して作業にあたらせ

m

2週間に1回程度の協同的創造学習の時間だけでは

データ収集できないので,グループごとに休憩や放課

後の時間を利用して少しずつ収集していった。データ

の収集方法はさまざまで,例えば,学園のソーラー発

電システムの売電料金グループは子どもたち自ら学園

事務室に依頼し,定期的に印刷物としてデータを収集

した。また,給食の残業量グループでは一定期間毎日

のように給食室を訪れ栄養士の先生からデータをいた

だいていた。

以下に学習グループの収集データ・活動の様子を示

す。
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表2　「欠席者数調べ」グループのデータより

欠 席 者 数 全体 割 合 欠席者致

4 月 4 1 4 6 3 0 .0 8 8 5 5 3 200

180

16 0

14 0

12 0

10 0

8 0

60

4 0

20

0

重 義亘直]

5 月 9 2 4 6 3 0 .1 9 8 7 0 4

6 月 1 8 6 4 6 3 0 .4 0 7 2 8
fl頚 rJih

7 月 1 1 2 4 6 3 0 .2 4 1 9 0
誉≒1

:t,
ち.十十

8 月 18 4 6 3 0 .0 3 8 8 7 7

n9 月 8 5 4 6 3 0 .1 8 3 5 8 5

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 1 0 月1 0 月 1 1 1 4 6 3 0 .2 3 9 7 4

表3　「売電量調べ」グループのデータより

敵 を議ミニ.:*蝣蝣{*

～:II:::l.1

ギ

iき

r
< f

∴
I ll . -

肩

,T
心血」 … 乱 ' '. I

(4)ふり返りワークシートについて

児童には,活動終了時にふり返りワークシートを配

布し提出させている。ふり返り項目は算検問題を自力

解決したり,友だちの意見を聞いてよく考えたりした

か・協力していたか・自分の考えを高めようとしたか

の3点で,数値と文章で表現させている。ポートフォ

リオづくりを通して子ども自身が学びのあしあとをふ

り返ることができるようにするとともに,教師は一人

ひとりがどれだけ伸びたかデータをもとにみとってい

く。
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(5)算数検定問題チャレンジについて

必修教科での既習事項を活用し,他学年にも分かり

やすく考え方を説明する力を伸ばし,自力で考え説明

しようとする態度を培いたい。通常,学年が交代しな

がら考えを他学年に説明するようにしている。 6年生

には既習経験を生かしながら説明を試みる様子が見ら

れる。まず結論や考え方の方針を述べ,簡潔に説明し

ようとする6年生の様子に, 5年生は学ぶところが多

いようである。また, 「少し難しいけど他の人の意見

を聞くと,納得できるやり方が見つかった。」 「初めて

の算検に比べてだいぶできるようになってきた。」 「説

明が難しくてできなかったので次回はもっと考えた

い。」といった意欲を持って前向きにふり返りをする

ことができるようになってきている。
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図5　算数検定問題5年生の解決例
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図6　算数検定問題　6年生の解決例

これは, 「正午から午前0時までの12時間に,長い

針と短い針が直角になるのは何回ありますか」という

問題場面の解決事例である。この5年生児童は,ユ壁

間に直角になるのが2回だから, 12時間では2 ×12-

星生臣　と考えた。それに対しこの6年生児童は,基本

的に1時間に2回直角になる。しかし, 2時から3時,

8時から9時のときは1回しかない。それは, 2時60

分と3時がかぶる(重なる, i時60分と9時も)と,

時計を用いて説明している。 5年生児童は「あまり深

いところまで考えていなかった。今度は実物を使って

しっかり考えていきたい。」とふり返っている。

5.評価について

算数科における協同的創造力の要素を次のようにと

らえ評価規準・評価基準を設定した。

表4　協同的創造力の要素および評価規準

要 素 評 価 規 準 評 価 基 準 (B )

自分 た ち で文 化 学園のために役 立つ 生 活 の中 の課題 解決

を造 り出す力 作品の完成に向けた に向けて, に改善策 を

積み重ね をしている 考 え他者 にア ピール

しようとす る

学 ん だ こ とを生 算数 科 で 学 ん だ 知 4 領域 の既習事項を,

かす力 孤 .技能を活用 して 収集 したデ ー タを分

いる 柿 .考察す ることに活

用 しよ うとする

協力 して 学び あ 集団内で 自分の意見 自分の考えを持 ち, 他

う力 を出している 者 と意見 交流 を しな

が ら 自分 の考 え を高

めよ うとす る

私たちは,協同的創造力を達成目標,向上目標の2

つの側面をもつものととらえ,児童による簡単な記述

や教師による児童のパフォーマンス観察・作品などを

資料としながら,評価規準に沿った評価だけでなく個

人の伸びをみとっていく。

表5　児童による自己評価データの蓄積(抜粋)
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(単元モデルの開発・実践について)

O 「思考力・応用力を養い,様々な問題を解くおもし
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ろさ,解けたときの充実感を共に味わうことができ

る。」 「調べたことをもとに,気づいたことや考えた

ことを生活に生かすことができる。」という2つを

ねらいとして,選択教科算数の学習内容として「難

問に挑戦」 「アウトドア算数」を例に挙げてオリエ

ンテーションを行い,実際の活動内容は児童が意見

を交流し決定していった。資料の質問①では　80%

を越える肯定的な評価を得た。様々な問題を解く中

で,互いに学びあうことを楽しんだり,自分たちで

学習テーマを設定し課題追求をして新たな発見をす

ることができたりしたことから,算数科を選択した

児童の意欲や関心を維持したり高めたりすることに

つながったと考える。

○希望のテーマごとに異年齢による小グループで学習

する形態をとった。グループ内に生活経験の差があ

る状態をつくることで互いにかかわりを持てるよう

に活動を仕組んでいった。 6年生が5年生にアドバ

イスをすることも多かった。 5年生だけでは気づか

ない点にも6年生がいたから気づくことができたこ

とから, 5年生にとっては発見的な学びにつながっ

たし, 6年生にとっては5年生に考えを説明するこ

とで自分の考えを整理することにつながっていっ

た。

○単元の学習後のふり返りでは, 「ご飯が一番多く残

されている。給食当番は残さないようにつげば,残

る量も減ると思う。」 「学校の電気の使用量は7月と

8月が多いことがわかった。でも, 8月は夏休みな

のにどうして電気の使用量が多いのか疑問に思いま

した。先生方がクーラーを使っているからかもしれ

ません。」 「学校のごみがとても多かったことに驚い

た。」などの意見が出された。この学習によって新

しい発見やわかったこととして附属小学校の生活の

中にある課題やその改善策に意識がむいたことがわ

かる。

O 「調べたことをグラフ化して比べて共通点や違いが

はっきりした。」 「グラフと言葉をうまく使えば相手

に伝えたいことを伝えることができる。」 「みんなと

協力できてよかった。」 「グループに分かれて協力し

て活動したことが楽しかった。」 「1人より新しい考

え方が生まれることがわかった。」 「算数は苦手で計

算はあまりしたくなかったけど,電気の使用量を調

べていくうちに楽しいなと思えてきた。」などの意

見や資料の質問③の結果からは,集めたデータの分

析方法や効果的な活用方法を学んだことや,協同的

な学習形態を肯定的に受け止めていることがうかが

える。

資料　児童へのアンケート内容と結果より(抜粋)

質問①　選択教科の内容に興味関心を持って取り組

めましたか。

質問②　学習を進める中で自分の意見を進んで出し

ましたか。

質問③　仲間と力を合わせて学習を創り出していこ

うとしましたか。

(評価方法試案の実践・修正について)

○協同的創造力の要素を分析し評価規準を設定し一人

ひとりの伸びをみとる評価を試みるにとどまってい

る。今後,要素の内容と教科の特質との関連を明確

にするとともに,教科間で取り組みを連携し,その

内容を整理し,評価方法を確立していく。

- 180-




